
提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

76

県支出金 その他 一般財源

4,787 394 4,393

【補正の内容】 2,584千円

196千円 

61千円 

332千円 

600千円 

610千円 

【補正の理由】 10千円 

37千円 

333千円

24千円 

【特定財源】県支出金（補助率10/10）

　行旅死亡人支弁金394千円

社会福祉総務費

事業番号 事業名 社会福祉総務費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

102,311

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

2-2一般職給料

3-3住居手当

3-4通勤手当

3-6時間外勤務手当

3-15退職手当負担金

　人事異動等に伴う人件費の調整を行う。
　併せて、管内において行旅死亡人（身寄りのない死亡含
む）があった場合、同人の葬祭等を執り行う事務について当
初予算分を執行したため、今後の事態に備えるため追加経
費を計上する。

4-1共済組合負担金

4-2互助会負担金

11-2広告料
　喫緊の対応が必要であった期末手当については10月議会
に補正予算案を上程したが、その他の人件費の調整が終
わっていなかったため12月議会で調整を行うもの。
　また、行旅死亡人については身寄りがない方の葬祭を執り
行ったため、万一に備えて追加経費を計上するもの。

　行旅死亡人官報公告　18,008円×2人

11-3手数料

　行旅死亡人葬祭手数料　136,400円×2人

　行旅死亡人納骨手数料 30,000円×2人

13-1使用料及び賃借料

　行旅死亡人火葬場手数料 12,000円×2人



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

80

県支出金 その他 一般財源

1,212 1,212

【補正の内容】

800千円

128千円

118千円

12千円

150千円

50千円

1,400千円

30千円

30千円

△ 1,506千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 保健福祉センターなわ運営事業費

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

1-5報酬

パートタイム会計年度任用職員報酬

20,617

3-10期末手当

パートタイム会計年度任用職員分

　パートタイム会計年度任用職員の配置変更に伴う人件費
の調整を行う他、新型コロナウイルスワクチンの接種会場と
して光熱水費が増加していることや感染症対策による保健
福祉センターなわの運営費の不足が見込まれるため、追加
経費を計上する。
　特に電気代については、換気の徹底と室内温度の維持と
いう相反する条件を両立させたために空調設備の運用効率
が悪化した上、燃料代も高騰しているため、平均月額が前
年度と比べて16％も増加している。今後の冬季のブースター
接種も考慮すると電気代が大幅に不足する見込みであり大
幅増としている。

10-1消耗品費

水道代

11-1通信運搬費

　使用料の減額は、電話機器の老朽化に伴う電話端末、主
装置の全面交換（5年リース契約）を予定していたが、コロナ
禍により部品調達の見込みが立たないため、次年度（当初
予算）に予定を延期することとし、皆減する。

電話代

13-1使用料及び賃借料

　機器借上料

事務用品等

蛍光管

10-5光熱水費

電気代

パートタイム会計年度任用職員分

8-3費用弁償

パートタイム会計年度任用職員通勤手当

4-4社会保険料



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

85

県支出金 その他 一般財源

13,738 811 12,927

811千円

11,235千円

717千円

810千円

125千円

40千円

【特定財源】民生費雑入

　介護予防支援サービス計画費811千円

介護保険特別会計繰出金
＜補正理由＞
　時間外勤務の増加等による人件費の不足分、認定調査の
増加、コロナ終息に向けた利用量の増加、特別地域加算の
適用等による経費の増加分を補正する。

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

老人福祉費

事業番号 事業名 老人福祉費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

396,624

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

介護予防サービス計画作成委託料
＜補正理由＞
　令和３年４月から９月の間、新型コロナウイルス感染症に
対応するための特例的な評価として、基本報酬への0.1パー
セント上乗せがあったこと。また、委託連携加算の新設によ
り、該当者は3,000円/月の加算が追加されたため増額が必
要となった。

　このことにより、令和３年度当初予算算定時より
　新規者7,310円から7,380円（4月～9月の間は7,390円）
　更新者4,310円から4,380円（4月～9月の間は4,390円）
　委託連携加算の追加3,000円となった。

＜事業概要＞
介護保険法で規定する介護予防支援業務の一部を事業所
に委託し、介護予防サービス計画書作成に係る委託料とし
て支払う。

12-1委託料

介護予防支援サービス計画委託料

必要額－予算残額

3,600,000円-2,789,330円

27-1繰出金

　介護保険特別会計繰出金

介護保険事業・保険事業費分

介護保険事業・職員人件費分

介護保険事業・事務費分

地域支援事業・介護予防事業分

地域支援事業・包括的任意事業分



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

88

県支出金 その他 一般財源

△ 305 △ 305

【補正の理由】

　事業実施に伴い、不要となった経費を減額する。 △ 305千円

【補正の内容】

　当初、対象者を100歳が22人、88歳が160人と見込んでい
たが、基準日までの変動により100歳祝を13人、88歳祝を
153人に行ったことから祝金の不要額を減額する。

1,710

7-1謝礼金

　長寿祝金

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

老人福祉費

事業番号 事業名 長寿祝金

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 5

669

県支出金 その他 一般財源

84 84

【補正の理由】

50千円

34千円

【補正の内容】

　審議会を再開させるにあたり、第三者の視点で現状の課
題を整理してもらう必要が生じたため

　部落差別をはじめ、あらゆる人権課題に取り組むため、審
議会での議論を踏まえた人権尊重のまちづくりを進める必
要があるが、差別禁止条例（仮称）の策定および人権施策
総合計画の見直しなどについて、法律の専門家であり人権
問題にも詳しい方のアドバイスを受けるため、アドバイザー
を依頼するための経費を増額補正する。
　※今年度は1回分の来町経費を計上する。

7-1報償費

　アドバイザー謝礼

8-3旅費

　アドバイザー費用弁償

　＠33,920円×1人×1回

114

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

同和対策費

事業番号 事業名 大山町人権尊重の社会づくり審議会

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

99

県支出金 その他 一般財源

△ 26 11 △ 37

12千円

34千円

57千円

【補正の理由】

18千円

11千円

28千円

△ 100千円

△ 35千円

△ 13千円

△ 2千円

△ 1千円

【特定財源】県支出金 △ 30千円

　市町村創生交付金11千円　（補助率1/2　人件費の一部）

△ 5千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中山ふれあいセンター運営事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

12,566

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

1-5報酬（パートタイム会計年度任用職員）

2-4給料（フルタイム会計年度任用職員分

3-6時間外勤務手当

　フルタイム会計年度任用職員分

【補正の内容】

　人件費の調整と新型コロナウイルス感染予防のため実施
見送りとなった経費の減額を行う。

4-1共済組合負担金

　フルタイム会計年度任用職員分

4-4社会保険料
　会計年度任用職員の昇給分を人件費に反映させる必要が
あったこと、また文化教室等の当直勤務・閉館日（休暇日）
対応や児童館移設に関する業務による時間外勤務の増加
が見込まれるため管理上必要な経費を計上する。
　併せて、新型コロナウイルス感染予防のため実施を見送っ
た事業経費を減額する。

　パートタイム会計年度任用職員分

　フルタイム会計年度任用職員分

7-1謝礼金

中山ふれあい文化祭講師謝礼

高齢者教室（３B体操）4月～10月分

8-1普通旅費

中学生県外交流研修引率

中山ふれあい文化祭（カレー食材）

10-3食糧費

中山ふれあい文化祭（お茶席）

小学生県外視察研修引率

10-1消耗品費

消耗品費　中学校県外研修資料代



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

100

県支出金 その他 一般財源

435 435

50千円

【補正の理由】 20千円

13千円

352千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中高ふれあい文化センター運営事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

12,046

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

1-5会計年度任用職員報酬

　　＠1,980円×25時間＝49,500円

3-6時間外勤務手当

　フルタイム会計年度任用職員分

　　＠1,231円×16時間＝19,696円

　パートタイム時間外分

【補正の内容】

　人件費の調整と施設管理面の不具合を解消するために必
要な経費を計上する。

　会計年度任用職員の昇給分を人件費に反映させる必要が
あったこと、また町有施設としてセンター北側（県道近く）にあ
る駐車場の管理を建設課ではなくセンター側で行うことに
なったことから、管理上必要な補修を行うもの。

●駐車場区画線等工事
　中高ふれあい文化センター東側（県道大山口大山停車場
線付近）の駐車場のラインが薄れ、町営住宅「中高中団地」
の利用を慣例的に認めている区画と一般利用区分の区画
の整理が難しくなっている。
　また、どこの駐車場か明示がないため、来場者も利用しに
くく不法駐車を誘発しやすい。
　特に、鳥取県西部地区隣保館協議会と鳥取県西部児童館
連絡協議会の事務局をセンターと児童館が担っている関係
で、町内外からの来場者も増えていることから、区画線と区
画番号を明示して管理上の不都合を解消し、併せて看板を
設置して利用者の便宜を図る。

4-1共済組合負担金

　フルタイム会計年度任用職員分

10-6修繕料

　駐車場区画線等工事



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

101

県支出金 その他 一般財源

2,066 2,066

523千円 

99千円 

12千円 

20千円 

【補正の理由】 60千円 

210千円 

13千円 

3千円 

-59千円 

全国女性職員研修会△52,300円

1,163千円 

22千円 

2-1一般職給料

同和対策施設費

事業番号 事業名 人権交流センター運営事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

　人事異動等に伴う人件費の調整とコロナ禍による事業中
止に伴う経費の削減、並びに施設の維持管理に必要な経費
と県補助金の額確定に伴う返還に必要な経費を計上する。

●ホールカーテン交換
　西日が当たる個所のブラインド式カーテンが壊れているため、遮
光効果も考慮して通常の二重カーテンに交換する

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　会計年度任用職員の昇給や10月の人事異動により人件
費の調整が必要になったこと、また新型コロナウイルス感染
症予防対策として県外で活動を行う事業を中止したこと、早
めに修繕を行う箇所が生じたこと、さらに前年度（令和2年
度）隣保館運営費補助金の確定により県へ補助金返還を行
う必要が生じたため。

3-1扶養手当

3-15退職手当負担金

　一般職員分

4-1共済組合負担金

　フルタイム会計年度任用職員分

4-2互助会負担金（一般職員分）

67,620

【補正の内容】

3-4通勤手当

3-12児童手当

22-1償還金利子及び割引料

8-1普通旅費（視察研修分）

夏季学習県外現地研修会△3,300円

西部隣協先進地視察研修△3,300円

●キュービクル錆部修繕
　高圧受変電設備（キュービクル）の上部と下部が腐食しており、電
気保安協会から早期修繕の指摘を受けたため

●遊戯室・玄関ドアガラスフィルム貼り（47.9㎡）
　光過敏の児童・保護者に対応するため、遮光フィルムによる安全
対策を図る

　過年度県支出金返還金

キュービクル錆部修繕＠295,900円

10-6修繕料

遊戯室・玄関ドアガラスフィルム貼り＠464,200円

ホールカーテン交換＠402,600円



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 7

109

県支出金 その他 一般財源

5 5

3千円

2千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

障害者福祉費

事業番号 事業名 障害者福祉費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

116

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

●過年度国庫支出金返還金 22-1償還金利子及び割引料

　令和元年度障害者自立支援給付費等国庫負担金につい
て指定障害福祉サービス事業所における改善報告（訓練給
付費の過誤調整）に伴い返還金が生じた

令和元年度障害者自立支援給付
費等国庫負担金返還金　2,439円

●過年度県支出金返還金

　令和元年度鳥取県障害者自立支援給付費等負担金につ
いて指定障害福祉サービス事業所における改善報告（訓練
給付費の過誤調整）に伴い返還金が生じた

令和元年度鳥取県障害者自立支
援給付費等負担金返還金
1,219円



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 7

541

県支出金 その他 一般財源

493 247 246

493千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

障害者福祉費

事業番号 事業名 障害者医療費等助成事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

8,725

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正内容】
　身体障害者医療費助成について、実績見込みが当初見込
みを上回るため、今回補正により増額する。

19-1扶助費

身体障害者医療費助成

身体障害者医療費助成

　実績見込額 5,292,514円－予算額4,800,000円＝492,514円

【特定財源】県支出金（補助率1/2）
市町村創生交付金247千円 ＠493千円×1/2



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 7

750

県支出金 その他 一般財源

60 △ 249 807

●相談支援委託料

△ 570千円

●地域活動支援センター運営費負担金

130千円

●移動支援事業

△ 600千円

1,100千円

●日中一時支援事業

障害者福祉費

事業番号 事業名 地域生活支援事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

22,245 △ 498

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

12-1委託料

　相談支援委託料

19-1扶助費

　地域活動支援センター負担金

18-1負担金

　外出時に移動の支援が必要と認められる障がい児・者に
対し支援を行うものだが、コロナ禍による外出回数の減少に
伴い、不要見込分を減額する。

　専門知識を有する事業者に障がい児・者に関するあらゆる
相談支援（計画相談を除く部分）について委託するものだ
が、昨年度実績分を考慮して不要額を減額する。

　過去の実績から300千円で予算を組んでいたが、本町の利
用回数が増加していることから実績見込みを429,145円に上
方修正し、不足見込分（129,145円）を増額する。
※補助対象は「機能強化事業分」の157,427円（1/2国78,713円・
1/4県39,356円）で現予算額との差額分を歳入予算で補正

　移動支援事業

　日中一時支援事業

　

　休日・放課後・長期休暇等に障がい児・者を日中の間一時
的に施設等で預かる制度だが、利用者数の増加に合わせ
て、不足見込額（110万円）を増額する。

【特定財源】国庫支出金（補助率1/2） 県支出金（補助率1/4）
障害者地域生活支援事業補助金△498千円 障害者地域生活支援事業補助金△249千円
＠28+(-600+1,100‐1,241-311)×1/2 ＠14+(-600+1,100-1,241-311)×1/4
※「聴覚障がい者意思疎通支援事業＠1,241千円」「西部圏域聴覚障がい者生活支援事業＠311千円」が、
国・県の動向により補助対象から外れることになったため、今回の補正で併せて減額しています。



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 7

806

県支出金 その他 一般財源

61,580 15,395 15,395

●介護・訓練等給付費

58,000千円

●自立支援医療給付費(更生医療)

3,000千円

●自立支援医療給付費(育成医療)

80千円

●療養介護医療費

500千円

　

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

障害者福祉費

事業番号 事業名 障害者自立支援事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

　自立支援医療（更生医療）は、身体障がいのある方が県指定の
医療機関で障がいの軽減・除去や機能回復のための医療を１割の
自己負担で受けることができる。
　新規患者数増加・実績見込による増額　3,000千円

　自立支援医療給付費（育成医療分）

446,355 30,790

扶助費

　障害福祉サービスを受けられる方に「介護給付費・訓練等給付
費」を支給し、更生の援護、在宅生活の支援及び自立のための支
援を行う。　実績見込による増額　　58,000千円

　介護・訓練等給付費

　自立支援医療給付費（更生医療分）

　現在身体障がいがあるか、または現にある疾患に対する治療を
行わなければ将来一定の障がいが残ると認められる18歳未満の
児童で、手術等の治療によりその症状が軽減され、日常生活を容
易に送ることができるようになると認められる場合に、その治療に
要する医療費を一部支給する。　実績見込による増額　80千円

　療養介護医療費　病院において機能訓練・療養上の管理・看護・医学的管理の下に
おける介護、日常生活上の世話その他必要な医療を要する障がい
者であって、常時介護を要するものにつき、主として日中において
行われる療養介護のうち医療に係る部分を支援する。
　実績見込による増額　500千円

【特定財源】国庫支出金（補助率1/2） 県支出金（補助率1/4）
障害者総合支援法負担金 29,000千円 障害者総合支援法負担金14,500千円
自立支援医療費負担金（更生医療分）1,500千円 自立支援医療費県負担金 750千円
自立支援医療費負担金（育成医療分） 40千円 自立支援医療費県負担金 20千円
療養介護医療負担金 250千円 療養介護医療負担金 125千円



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 1

787

県支出金 その他 一般財源

536 10 516

483千円

【補正の理由】

23千円

★新型コロナウィルス感染予防対策 30千円

【特定財源】国庫支出金　県支出金　（所管：こども課）

　子ども・子育て支援交付金10千円（県1/3）

　子ども・子育て支援交付金10千円（国1/3）

　感染症対策や事故防止のため職員を増やして対応したた
め、代替職員の出勤回数が増えており、人件費の不足分を
増額する。
　併せて、感染症予防対策に必要な消毒用品を追加購入す
る。

　児童厚生補助員の人件費の増額補正と感染症予防対策
経費を追加計上する。

　「子ども子育て支援交付金」を活用して消毒用品を購入す
る。
　　・手指消毒用詰替え（5ℓ）　2,580円×4
　　・ハンドソープ詰替え（4ℓ）　2,180円×5
　　・ハンドスプレー詰替え（1ℓ））　980円×8
※こども課と連携（各放課後児童クラブ）

令和３年第10回定例会

2,099 10

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

児童福祉総務費

事業番号 事業名 あすなろクラブ

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

1-5会計年度任用職員報酬【補正の内容】

　パートタイム会計年度任用職員報酬

　今後見込額842千円ー予算残額359千円

8-3費用弁償

　パートタイム会計年度任用職員通勤手当

　今後見込額39千円ー予算残額16千円

10-1消耗品費

　あすなろクラブ



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 1

854

県支出金 その他 一般財源

74 74

７４，０００円

　令和２年度の実績に基づき、過支給分を返還する。

　　交付決定額

　　額の確定額

　　返還金

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

児童福祉総務費

事業番号 事業名 小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

98

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

●令和2年度小児慢性特定疾病病児童日常生活用具給付
事業費補助金返還金

(節)償還金利子及び割引料

（細節)償還金利子及び割引

　（説明）過年度県支出金返還金

74,000円

0円

74,000円



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

130

県支出金 その他 一般財源

337 337

　児童館職員の人件費の不足分を補正する。 297千円

【補正の理由】

13千円

27千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

児童福祉施設費

事業番号 事業名 下田中児童館

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

【補正の内容】 1-5会計年度任用職員報酬

4-1共済組合負担金

7,385

　パートタイム会計年度任用職員分

　フルタイム会計年度任用職員分

4-4社会保険料

　パートタイム会計年度任用職員報酬

　長期休暇中の利用者増に合わせて職員を増やして対応し
た他、ウィズコロナに向けて事業を再開していくにあたり、児
童厚生員（パートタイム）の勤務時間を増やして対応する必
要があるため、賃金上昇分に呼応する社会保険料の不足分
を増額する。
　併せて、児童厚生員（フルタイム）の昇給による共済費の
不足分についても増額補正する。



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

131

県支出金 その他 一般財源

80 80

　児童厚生員の人件費の不足分を補正する。 69千円

【補正の理由】

11千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 あすなろ児童館

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

6,782

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正の内容】

　感染症対策や事故防止のため職員を増やして対応するこ
とにしていたが、代替職員が十分に配置できず児童厚生員
が休暇を取らずに対応したため、時間外勤務手当の今後の
不足分を増額する。
　併せて、児童厚生員の昇給による共済費の不足分につい
ても増額補正する。

3-6時間外勤務手当

　フルタイム会計年度任用職員分

4-1共済組合負担金

　フルタイム会計年度任用職員分



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

132

県支出金 その他 一般財源

28 28

28千円

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 中高児童館

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

5,387

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正の内容】
　児童の安全対策として、敷地内の樹木を職員が伐採した
が、枯れ木の処分が難しいため、当該処分作業を業者に委
託する。

手数料

　運搬処分料



提出課：

126

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 50 教育費 項 20 社会教育費 目 4

335

県支出金 その他 一般財源

△ 1,733 △ 1,733

【補正の内容】

-1,100千円 

【補正の理由】 -234千円 

15千円 

153千円 

23千円 

-15千円 

-575千円 

令和３年第10回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和３年度大山町一般会計補正予算（第9号）

同和教育費

事業番号 事業名 同和教育費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

7,683

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

3-6時間外勤務手当

　小地域懇談会分

8-1普通旅費

　視察研修旅費

13使用料及び賃借料

　小地域懇談会会場借上料

10-1消耗品費

　啓発資料コピーカウント代

4ページ×6,000部×5.8円×1.1

11-3手数料

　町報折込手数料

　各種全国大会中止分

　A3コピー用紙　1,836円（1,500枚）×8冊

　新型コロナウイルス感染症予防のため中止した「小地域懇
談会」に関する経費の組み替えと各種大会の中止やリモー
ト開催への変更に対応する。

　コロナ禍で今年度も小地域懇談会を中止せざるを得
ない状況だが、感染症に関する人権問題や住民意識
の分断等の弊害が生じているため、代替事業として人
権啓発資料の作成・全戸配布を行い、コロナ禍におい
ても人権啓発活動を推進する。

　6,000部×3.4円×1.1

18-1　負担金


